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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 魚類の再生産過程において, 栗源学的に問題となっている卵か ら成魚になるまでにおこるは
げしい自然死亡の主因を究明するために, 魚類, とくにその仔 ･稚魚期の食性についてなされた研究の論
述である｡ すなわち, 仔魚がさいのうを吸収した直後において, 餌料不足のため多量の- い死がおきると
いう従来の考えに対する検討と, 卵および仔 ･稚魚時代に, 他の魚食性魚類による捕食のための被害につ
いての研究である｡
1. 後期仔魚の飼料 まず主な飼料と考えられるm icroplankton の定量的研究方法についてくわしく
実験的に検討をした｡ 本研究は九州東海岸, 主として日向灘で行なわれたもので, この海域における試料
の採集地点の問題,および採集の方法,採集後の処理等について種々検討し, 最も適切な方法を決定した｡
調査の結果, 主として 出現する飼料は C opepoda の輝の nauplius 期および, Copcpodid 期のもので,
得 られた知見のうちとくに注目すべき点は, 4 - 5 月頃と12月頃に出現個体数が増大する傾向が うかがわ
れる点と, 観測結果か ら推算して, 分布密度は仔魚 1尾に対して plankton は10- 1000個体と大きく変動
していることである｡
観測された仔 ･稚魚の主なものは, イワシ弊 ･ネズミギス ･エソ煩であるが, そのほかに57柾のものを
観察した｡ これ らの多くは体長 2 .5 m m 以下で, 出現時期および消化管より取出された内容物か ら考えて
餌の大きさは2 50〃ノ以下の主として nauplius 期の ものと推察した｡ またこの時期の摂餌選択性は体長よ
りも体幅で規制されるものと考えられる｡
つぎに, 22魚種について, 仔魚の体長と飼料の大きさの選択性とを調査し, 仔魚の成長にともなう餌の
大きさの上限の変化か ら, さいのう吸収直後では餌の大きさの上限は小さいが, ある成長段階に達すると
急に増大する時期のあるという著しい事実を発見し, この急増する点を, イワシ類では体長 6 - 7 m m ,
スズキ型の魚類では 3 - 4 m m であることをみた｡




い記載をしている｡ そ うして, 消化管の成長の様式に六つの型式のあることを認めた｡ つぎに, 稚魚の成
長にともなう肥満度の変化を調べたところ, 魚種によっては不連続な点が現われ, -一一梓の弱い変態が起る
と思われるもののあることを示したO
日日の採集魚の測定か ら体長分布を求め, そのモー ドを追跡すると, 稚魚時代の成長曲線を推定するこ
とができる｡ ゴマサバ, マアジ, ウルメイワシ, チダイ, マイワシおよびキスでは, ある期間の成長がシ
グモイ ド曲線で近似されることを知った｡
3. 発焦海域での食性 著者は, 消化管に餌が少しでも認められたものの全数に対する割合を群捕食
率 と定義し,このものを統計的に調べた結果,多くの種類はほとんど 100 % に近いが, 逆にきわめて小さい
もの(イワシ額 3 種 ･ネズ ミギス ･エソ)もあ り, また 0 か100% かの両極端に近いものが混在する場合(ゴ
マサバ ･ カンパチ ･ カゴカキダイ) などが認め られた｡ そ うして群捕食率の大きな魚種の多くは, 胃の分
化が早期に進むような種類のものか, または消化管が複雑な形をしているものに多いことを見出した｡
また, 餌料生物を分類し, その体積を推定し, これか ら摂餌量指数を著者独白の方法で求めたが, この
ものは個体問の差が大きいことを知った｡ 著者は以上の事実か ら, 一般に稚魚は filterfeeder ではなく
deliberatefeeder であると結論し, 発生海域では稚魚問に食合いのおこることはきわめてまれであろうと
論じている｡ また摂餌量指数と成長曲線との関係か ら統計的に考察した結果,餌の転換効率は相当大きく,
飽食の状態が 1 日に 2 回以上はおこらねばならないであろうと推察した｡
4. 成育海域での食性 仔 ･稚魚は成長にともなって遊泳力を増し,それぞの成育海域に移る｡ まず ,
この水域での試料の採集法を吟味し, 各漁法による漁獲物の体長分布を求めた｡ 各種の分布型の生ずる理
由について定性的ではあるが, 相当立入った論議をしている｡ この結果と, 群捕食率を目安として捕食能
力を推定し, 見掛上の捕食順位を求め,
IJePtocephalus < マエソ属 < マイワシ ･ - ゼ煩 < マアジ ･ アユ ･
キス < サ バ類 ･チダイ ･ヤマ トカマス
という序列を得, これと, 体形,消化管の形状,運動能力などと捕食性能との関係を考察した｡ さらに, 観
測か ら得 られる摂餌量指数の目変化を用いて, 餌料魚種と捕食魚の問の体長関係を検討し, この海域では
相当はげしい異種間の食合い, 摂餌圧迫および共食いが起る状態であることを論じている｡
最後に, さいのうを吸収してしま｢つて, 外部か ら栄養を摂取しはじめる時のいわゆる critical peri｡d の
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
水産資源の再生産過程においで予想される一つの critica1 period として, さいのう吸収直後の後期仔
魚期において, 飼料不足のために飢餓に_よって大量の- い死が起きるであろうという仮説が1914年 H jort
によってとなえられ, その後, 観測の困難なために確実な実証もなく, 多くの水産資源学者の盲信すると
ころとなった｡ 著者は, 現場の観測からこの説の当否を検討しようとし, 多くの魚類について, 後期仔魚
駒の食性 ･餌料生物の出現時期 ･分布密度などを調査し, すくなくとも, 著者の調査した日向灘水域の平
常の海況ではこのような critical priod の存在することは否定的であるという結論に適した｡
したがって, 卵か ら加入魚までの成長過程で起こる個体数のはげしい減耗は, 異種間の食合い ･餌料圧
迫 ･同種間の共食いなどによると考えられるが, これのはげしく起るのは, 主に成育海域に移ってからで
あることを, 観測によって推察した｡ この段階での魚の食性について多くの知見を得ているが, 捕食能力
7)序列を決定した点は, 今後の水産資源の Com m unity の研究にも関連するところが大きい｡
さらに仔 ･稚魚の自然状態における飼料や食性の研究は, 魚の人工醇化 ･稚魚採集養殖 ･その他の蓄養
技術上きわめて重要であって, 本論文の目的である資源学上の問題点の究明以外でも注目に値する研究で
ある｡
以上のように本論文は水産資源学ならびに増殖技術に貢献するところが大きく, 農学博士の学位論文と
して価値あるものと認める｡
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